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梅雨時期の災害に気を付けましょう梅雨時期の災害に気を付けましょう
 ～自助・共助・公助で災害対策～  ～自助・共助・公助で災害対策～ 

　これから梅雨時期を迎え、大雨や長雨による土砂災害や浸水害が発生しやすくなります。

　こうしたことから命を守るためには、普段から自分の住む地域の危険性を知り、自ら判断して適切に行

動することが大切です。「自らの命は自らが守る」という心構えで防災意識を高めましょう。

警戒
レベル 避難情報等 皆さんのとるべき行動 気象情報

　 ５
緊急安全確保
（市から発令） 命の危険　直ちに安全確保

　・大雨特別警報

　・氾濫発生情報

   ４
避難指示

（市から発令 ) 危険な場所から全員避難
　・土砂災害警戒情報

　・氾濫危険情報

   ３ 高齢者等避難
（市から発令）

危険な場所から高齢者等は避難

　・大雨警報

　・洪水警報

　・氾濫警戒情報

　 ２
注意報

（気象庁が発表） 避難に備え、自らの行動を確認する

　・大雨注意報

　・洪水注意報

　・氾濫注意情報

   １
早期注意情報

（気象庁が発表）
災害への心構えを高める

　・テレビ・ラジオで、大雨・

    台風への注意喚起

　市では、災害時の情報発信の一つとして、気象・地震情報や避難情報

などの防災情報を、みなさんがお持ちの携帯電話やパソコンへ配信する

サービスを行っています。

　また、これらの情報に加え、行方不明者の情報等も配信しています。

登録無料！
竹原市防災情報等メール

【登録方法】

①携帯電話やパソコンから、次の登録用アドレスまたは、右の二次元バーコードを

読み込んで空メールを送信してください。

　登録用アドレス　bousai.takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp　　登録はこちら▶
②返信メールに従って本登録を行ってください。

問い合わせ　危機管理課　

　　　　　　☎２２-２２８３

■自助・共助・公助で災害対策
　災害対策には、自分自身や家族で備える「自助（一

人ひとりの役割）」、地域で助け合う「共助（地域の

役割）」、行政が行う「公助（行政の役割）」の３つ

があります。

　災害はいつ発生するか分かりません。いざという

ときに備えて地域が「自助」「共助」「公助」の連携

の輪を広げ、一体となって備えましょう。また、避

難所は、多様な人々が一緒に過ごす場所となります。

健康を維持し、安全・安心な避難所生活のためにも、

地域に暮らす様々な人の視点に立った配慮が必要で

す。誰もが生活しやすい環境づくりに努めましょう。

【自助】
一人ひとりが

自ら取り組むこと

【公助】
国や自治体などが

取り組むこと

【共助】
近隣に暮らす人たちが

自ら取り組むこと

■警戒レベルで避難のお知らせ
　災害発生の恐れがある場合、あらゆる手段を使って避難情報や避難所開設情報を発信しています。以下のペー

ジを参考にしながら、なるべく多くの手段で情報を入手するよう努めましょう。なお、近くで異常を確認した場

合は、直ちに市へ連絡してください。

助け合いが繋
つな

ぐ

　安全と安心


